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外傷を契機に発見された先天性水腎症の2例
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      TWO CASES OF CONGENITAL HYDRONEPHROSIS 

            DISCOVERED BY RENAL TRAUMA 
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   Two cases of congenital hydronephrosis discovered by renal trauma are reported. 

   The first case was a 15-year-old girl. When she was practicing KENDO, her Hakama clung 

to her legs, and she tumbled. She had emergency operation for abdominal injury. At surgery, 

no evidence of abdominal injury was detected. Renal trauma was suspected. Right renal 

angiography revealed hydronephrosis. 

   The second case  was a 23-year-old girl, conplaining of abdominal pain after stumbling over 

a block. Intravenous pyelography showed no visualization of the right kidney and CT scan 

showed an abnormal shadow. Retrograde pyelography and angiography revealed right hydro-

nephrosis. 

   Including our two cases, 47 cases of renal traumata occurring in hydronephrotic kidney in 

the Japanese literature were reviewed. Thirty five of these cases were males. Many were 

youths under the age of twenty. Various sports caused many of the renal traumata. 37 of 
these cases were treated by nephrectomy. 
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緒 言

腹部臓器損傷のうち腎外傷は比較的頻度が高く,さ

らに病的腎は正常腎に比べ軽微な外力であっても損傷

を発症 しやすいことが知られている.最 近,わ れわれ

は比較的軽微な外傷を契機に発見された先天性水腎症

の2例 を経験したので,若 干の文献的考察を加え報告

する.

症 例

症例1中 ○英Ol5歳 女性

主 訴:右 側腹部打撲後の腹痛 嘔吐

既往歴:特 記すべきことなし

家族歴:特 記すべ きことなし

現病歴:1982年6月9El剣 道の練習中,自 分の袴を

踏み転倒し右側腹部を軽 く打撲した.意 識消失はなか

ったが受傷直後 より,腹 痛,嘔 吐が出現,近 医に救急

入院した.肉 眼的血尿は認められず,腹 部全体に筋性

防禦,ブ ルンベルグ微候を呈し,腹 腔臓器損傷の疑い

で開腹手術を受けた.腹 腔臓器にはあきらかな損傷は

なかったが,右 後腹膜腔に大きな血腫形成を認めたた

め,右 腎外傷を疑われ,翌6月10日 当科へ緊急転院した.

入院時現症=苦 悶状顔貌をとるも意識清明,眼 瞼結

膜黄染,貧 血なし.身 長154cm,体 重48kg,血 圧
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Fig.L症 例1排 泄性 尿 路 造影 像(1982.6.10)

　

Fig.2.症 例1選 択 的 右 腎 動脈 造影 像(1982.6.10)
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Fig.3.症 例1摘 出腎:矢 印Aは 裂傷部,矢 印

Bは 腎孟尿管移行部の狭窄を示す

Fig.4.症 例2排 泄性 尿 路 避 影 像(1983.2.28)

152/110mmHg,脈 拍88!分(整),体 温37.7℃.腹 部 は

全体 に 膨 隆 し剣 状突 起か ら恥 骨 上 に い た る 手術 創 を 認

め た.

入 院 時検 査 成 績 尿 所 見 ・pH8.5,比 重LO17,蛋

白(惜),糖(一),沈 査 ・赤 血 球 多 数/強 視 野,白 血 球

6～8/強 視 野.血 液 一般 検査 お よび 血 液 生 化学 的 検 査

は正常.血 沈値11hr13mm,2hr32mm。

入院後経過 排泄性尿路造影(Fig.1)右 腎孟腎

杯の描出はなく,右 側腹部はほぼ均等に淡 く造影され

た.選 択的右腎動脈造影(Fig.2)で は,腎 内の動脈

は伸展されていた.以 上 より右水腎症に腎外傷が合併

した ものと診断,6月11日 右腎摘出術を施行した.
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手術所見 前回の手術創より経腹的に後腹膜腔に達

する.後 腹膜腔には凝血塊を含む血性浸出液の貯留を

認め,拡 張した腎孟前面には裂創があった.

摘出腎所見 腎は29×13×8cm,腎 孟尿管移行部

狭窄による先天性水腎症で,腎 実質は菲薄化し,腎 孟

前面に約11cmの 裂創を認めた(Fig.3).患 者は経

過良好にて術後15日 目に退院した.

症例2植 ○美○子23歳 女性

主 訴=転 倒後の嘔気,腹 痛

既往歴:特 記すべきことなし

家族歴:特 記すべきことなし

現病歴:1983年2月24日,旅 行先で高さ50cm程

の柵を越える際に転倒,数 時間後 より嘔気,腹 痛が出

現した.翌 日帰宅し安静にするも症状軽快せず,2月

26日近医に入院した.顕 微鏡的血尿が認め られ,排 泄

性尿路造影(Fig.4)で 右腎は描出されず,CT(Fig.

5)で 右側腹部に肝右葉から骨盤内におよぶ 巨大な嚢

胞様陰影を認めたため,3月5日 当科へ転院した.

入院時現症:意 識清明,顔 貌正常,眼 瞼結膜貧血な

し.身 長158cm,体 重54kg,血 圧124/80mmHg,

脈拍78分(整),体 温37.2℃.腹 部は全体に膨隆し、お

もに右季肋下から骨盤内にかけて波動性のある腫瘤を

触れた.腹 膜刺激症状は認めなかった.

入院時検査成績 尿所見:pH7.0,比 重1.022,蛋

白(±),糖(一),沈 査:赤 血球o～ 】/強視野,白 血球o～

1ノ強視野.血 液一般検査および血液生化学的検査は正

常.血 沈値'1hr10mm,2hr15mm.
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入院後経過:右 腎精査のため尿管カテーテリスムス

法を施行.Fr5の カテーテルが右尿管口より25cm

挿入できたが,造 影剤の注入では腎孟腎杯の描出はな

かった(Fig.6).大 動脈造影(Fig.7)で は水腎症

の所見を呈した。以上の諸検査より右水腎症に合併し

た腎外傷と診断,3月Il日 右腎摘出術を施行した,

手術所見:右 腰部斜切開で後腹膜腔に達 したが,後

腹膜腔に出血や尿貯留はなく,腎 は上極の一部で腹膜

と軽度癒着を認めた程度で外観上損傷は認められず容

易に摘出できた.

摘出腎所見 腎は40×25×15cm,腎 孟尿管移行部

狭窄ecよ る巨大な水腎症で腎孟内容は6£ 赤褐色であ

った(Fig.8).腎 孟を切開 してみると拡張した腎杯

の2ヵ 所に裂創を認めた(Fig.9).患 者は経過良好

にて術後13日 目に退院した.

考 察

病 的 腎 は正 常 腎に 比 べ 損傷 を受 けや す く,腎 外 傷 の

中 で 病 的 腎 の 占 め る頻 度 は,志 田1)は4.9%,Clegg

ら2)は8.7%と 報 告 し てい る.小 児 では さ らに そ の頻

度 は 高 く,Smithら3)は22.2%,Morseら4)は10.0

%,吉 田 ら5)は20.6%と 報 告 して い る.

病 的 腎 の なか で も水 腎 症 に外 傷 を合 併 す る頻度 は高

く,佐 藤 ら6)は48例 中29例(約60%)が 水 腎 症 で あ っ

た と報 告 して い る.Lowsleyら7)は 水 腎 症 は 正 常 腎 の

6倍 も損 傷 を お こ しや す い と報告 して い る.

本邦 に お け る既 存 水 腎 症 に合 併 した 腎 外 傷 例 は1941
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Fig.5.症 例2CT像(1983・3・1) Fig,6.症 例2逆 行 性 尿 路 造 影像(1983.3.6)
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Fig.7.症 例2大 動脈 造 影 像(1983.3.8)
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症例2摘 出腎割面:腎 杯の2カ

所に裂創を認めた.

こ

年高橋 らの報告に始まり,小 寺ら8)(1976年)ま で文

献上39例 の報告がみられる.そ の後の報告例に自験例

2例 を含め8例 を迫加すると47例 となる(Tablel).

水 腎症の原因としては,先 天性28例,結 石7例,巨 大

尿管1例t水 腎とのみ記載されているものが11例 であ

る.

Fig.8.症 例2摘 出 腎:腎 孟 内 容は61

外傷の受傷機転は,Table2に 示すように,ス ポ

ーツおよび遊戯を原因として記載しているものが17例

ともっとも多 く,交 通事故は3例 と少ない.

性 別に ついてみると,Table3の ごとく男性 に

多く,好 発年齢は10歳 代を中心とする若年層に 多い

(Table4).こ れは職業,ス ポーツなど日常生活に

おける活動状態によるところが大きいと思われる,患

側は右腎14例,左 腎29例 と左側に多 くみられた.

本邦報告例47例 中,外 力の程度が明記されている症

例は少ないが,自 験例2例 を含めた10例(21%)は 軽

い打撲や外力に よって外傷を発症している.小 寺ら8)

例の ごとく右腰部打撲により反対側の左水腎症に外傷

を発症した例 もみられる。

診断に関して最近は,ま ず排泄性尿路造影をおこな

い,血 管造影やCTで 診断する症例が多い.排 泄性

尿路造影での異常豫が,正 常腎の外傷による尿浸潤や

出血に よるものか,病 的腎に外傷を合併したのか,さ

らにほかの腹部臓器損傷の合併を知るうえにも,必 要

に応じてCTや 超音波検査などを施行す ることが望

ましい,

治療法に関しては一般腎外傷では,比 較的高度な損

傷でも臨床所見が安定しているかぎり保存的治療をお

こなうことが多い.しかし,水腎症に合併した損傷では,

Table5に 示すように47例 中37例 に 腎摘出術が施行

されているが,こ れは損傷の程度に よるためだけでは

なく,既 存水腎症の程度が高度で受傷腎の機能が悪い
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Table1

報告者 報告年度 年齢 性 患側 原因 治療法

40原9)1978

41前 川 ・ほ かlo)1980

42内 藤 ・ほ か11)1982

43〃1982

44三 ヰ寸 ・`まカ》12)1982

45吉 井 ・ほ か13)1984

46自 験 例1984

47〃1984

34♂ 左

12♂ 左

52♂ 左

66♂ 右

13♂ 右

28♂ 左

15♀ 右

23♀ 右

左側腹部打撲

左下腹部を蹴られる

工事中ツチにて腹部打撲

荷を運搬中,後 方に転倒し腰部打撲

サ ッカーの試合中キ ーパ ーと衝突

自転車 で転倒

剣道 の練 習中転倒

柵 に足 をとられ転倒

左腎摘

左腎痩

左腎摘

右腎摘

保存的

左腎摘

右腎摘

右腎摘

1976年 小 寺 ・ほか8}の 報告以降

Table2
参 考 文 献

受傷機転

スポ ーツ ・遊戯17例

打撲11

一般事故4

作業事故5

交通事故3

転落2

その他 ・不明5

Table3

性別

男性35例

女性8

不明4

Table4 Table5

年齢 治療法

0～10歳

～20

～30

～40

～50

～60

61～

10例

15

6

3

4

3

2

腎摘

腎痩

腎孟形成

尿管膀胱新吻合

手術

保存的

不明

37例

1

1

1

2

2

3

ため余義なく腎摘がおこなわれたものと思われる.

結 語

軽微な外傷を契機に発見された15歳,23歳 女性の先

天性水腎症2例 を報告するとともに,自 験例2例 を含

めた本邦47例 について検討した.

腎外傷を少 しでも疑わせるような症例に遭遇した場

合,常 に水腎症を始めとする病的腎の存在を念頭にお

き検査を進め,治 療方針を決定すべぎである.

本論文の要旨は日本泌尿器科学会第48同東部連合総会にお

いて発表した.
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